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俳句

談林俳諧の西曲宗因|ま r古風。当風 。中昔、上手は上手、下

手は下手、いずれを是と弁(わきま)えず、すいたことしてあそ

ぶにしかじ。夢幻(まぼろし)の戯言(けげん)な り」と述べてい

る。→上手!ま上手なりに、下手は下手なりにづ卜句を楽しめばよ

や｀。

本葉本菟 (このをまずく)

フクロウの一種。体長約 20センチメートルで、脅本のアク    V
ロウ類では最小。全体淡黄褐色、頭上に:ま耳羽がある。低地お

よび曲地の森林にすみ、夜闘「ぶつぽうそう」と鳴くので「声

の仏法僣」と呼轟 ブツポウソウは警1種 )。 九り11以北では夏鳥で、

冬、薄に渡る。

史鋼

成繭史朗。1948年 8角 東京都大鮨EXI生まれ。俳句
。英会議 3

囲碁・花散歩・音楽と多種多様な趣味を持ち、妙齢の婦人に人

気がある。数多くの会長をラ:受ける超多忙な元気者。

大擾

星野 実 。1948年 6月 東京都足立区生まれ。「花博士」と呼

ばれるほど植物に逢詣が深く、温厚な人.蓄字に励んでおり、   _
毛筆の年賀状が様になつてきた。

課梅

箕鶏幸夫。1948年 5月 秋醒県湯沢市生まれ。囲碁・古文書解

読 。競馬を趣味とし、温泉旅行に生きがいを感じているが、な

かなか達成されない。

発行所 本業本菟 編集部
発行者 箕鐵幸夫
発行日 2017年 2月


